




（A 20）
3Ｒ

国 語

解 答 番 号

1 ～ 13 ， 101 ～ 105 ， 記 1 ～ 記 8



Ｒ 4
（A 20）

は
、
す
べ
て
の
受
験
者
が
解
答
す
る
問
題
で
す
。

解
答
用
紙
の
解
答
欄
の
う
ち
、
1

〜
6

、

記
1

〜

記
3

を
使
用
し
ま
す
。

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

一一

本部分については
著作権上の制約により
掲載することができません。
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本部分については
著作権上の制約により
掲載することができません。
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（
右
田
裕
規
「
安
眠
／
不
眠
を
欲
望
す
る
社
会
」『
夜
更
か
し
の
社
会
史
』
に
よ
る
。
な
お
、
省
略
や
改
変
を
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
）

（
注
１
）
金
塚
貞
文
…
…
思
想
家
。

（
注
２
）
エ
ト
ス
…
…
慣
習
、
特
質
。

（
注
３
）
渋
沢
栄
一
…
…
実
業
家
。

本部分については
著作権上の制約に
より掲載することが
できません。
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問
一

波
線
部
あ
「
つ
と
に
」、
い
「
ロ
ー
ル
・
モ
デ
ル
」
と
あ
る
が
、
語
句
の
意
味
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か

ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
せ
よ
。
解
答
番
号
は
あ
が
1

、
い
が
2

あ
「
つ
と
に
」

⎩―――⎨―――⎧
ア

以
前
か
ら

イ

支
障
な
く

ウ

平
均
し
て

エ

他
国
で
は

い
「
ロ
ー
ル
・
モ
デ
ル
」

⎩―――⎨―――⎧
ア

現
実

イ

広
告

ウ

模
範

エ

戦
略

問
二

空
欄

Ａ

に
当
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
せ
よ
。
解
答
番
号
は
3

ア

な
ぜ
な
ら

イ

そ
れ
で
も

ウ

こ
の
た
め

エ

た
と
え
ば

問
三

空
欄

Ｂ

に
当
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
せ
よ
。
解
答
番
号
は
4

ア

眠
り
―
商
品

イ

睡
眠
―
健
康

ウ

就
寝
―
社
会

エ

催
眠
―
身
体

問
四

空
欄

Ｃ

に
当
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
せ
よ
。
解
答
番
号
は
5

ア

体
系
的
に
自
己
の
眠
り
を
理
解
し
は
じ
め
た

イ

主
体
的
に
自
己
の
眠
り
を
管
理
し
は
じ
め
た

ウ

抽
象
的
に
自
己
の
眠
り
を
考
慮
し
は
じ
め
た

エ

客
観
的
に
自
己
の
眠
り
を
観
察
し
は
じ
め
た
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問
五

傍
線
部
⑴
「
眠
ら
な
い
こ
と
へ
の
欲
望
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
を
表
す
語
句
を
、
問
題
文
中
か
ら
五
字
以
内
（
句
読
点
等
は
一

字
に
数
え
る
）
で
抜
き
出
し
て
記
せ
。
解
答
番
号
は

記
1

問
六

二
箇
所
あ
る
空
欄

Ｄ

に
当
て
は
ま
る
語
を
、
問
題
文
中
か
ら
漢
字
二
字
で
抜
き
出
し
て
記
せ
。
解
答
番
号
は

記
2

問
七

問
題
文
の
内
容
に
合
致
し
な
い
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
せ
よ
。
解
答
番
号
は
6

ア

眠
り
は
文
化
的
な
性
質
を
も
っ
た
営
み
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
時
代
や
地
域
や
集
団
な
ど
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
変
化
す
る
。

イ

二
十
四
時
間
の
交
替
制
勤
務
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
大
量
生
産
が
可
能
な
機
械
設
備
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
導
入
さ
れ
た
。

ウ

快
適
で
質
の
良
い
眠
り
を
追
求
す
る
こ
と
は
、
眠
ら
な
い
身
体
を
欲
す
る
社
会
の
中
で
生
ま
れ
た
非
主
流
派
の
志
向
で
あ
る
。

エ

衛
生
当
局
が
深
夜
の
産
業
活
動
を
規
制
し
た
背
景
に
は
、
労
働
力
の
安
定
的
確
保
を
目
的
に
睡
眠
を
重
視
す
る
考
え
が
あ
る
。

問
八

二
重
傍
線
部
⒜
・
⒝
・
⒟
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
し
、
⒞
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
改
め
よ
。
解
答
番
号
は

記
3
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は
、
文
学
部
日
本
文
学
科
の
受
験
者
が
解
答
す
る
問
題
で
す
。

解
答
用
紙
の
解
答
欄
の
う
ち
、
7

〜
13

、

記
4

〜

記
5

を
使
用
し
ま
す
。

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

九
条
民み

ん

部ぶ

卿き
や
う

顕あ
き

頼よ
り

の
も
と
に
、
あ
る
な
ま
公き

ん

達だ
ち

、
年
は
高
く
て
、
近こ

の
ゑ衛

司づ
か
さ

を
心
が
け
給
ひ
て
、
あ
る
者
し
て
、「
よ
き
さ
ま
に
奏
し
給
へ
」
な
ど
、

い
ひ
入
れ
給
へ
る
を
、
主あ

る
じ

う
ち
聞
き
て
、「
年
は
高
く
、
今
は
あ
る
ら
む
。
な
ん
で
ふ
、
近
衛
司
、
望
ま
る
る
や
ら
む
。
出
家
う
ち
し
て
、
か
た
か
た

に
居
給
ひ
た
れ
か
し
」
と
、
う
ち
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、「
細
か
に
承
り
ぬ
。
つ
い
で
侍は

べ

る
に
、
奏
し
侍
る
べ
し
。
こ
の
ほ
ど
、
い
た
は
る
こ
と
あ
り
て

な
む
、
か
く
て
聞
き
侍
る
。
い
と
便
な
く
侍
り
、
と
聞
こ
え
よ
」
と
あ
る
を
、
こ
の
侍

さ
ぶ
ら
ひ

、
さ
し
出い

づ
る
ま
ま
に
、「
申
せ
と
候
ふ
。
年
高
く
な
り
給

ひ
ぬ
ら
む
。
な
ん
で
ふ
、
近
衛
司
、
望
み
給
ふ
。
か
た
か
た
に
出
家
う
ち
し
て
、
居
給
ひ
た
れ
か
し
。
さ
り
な
が
ら
、
細
か
に
承
り
ぬ
。
つ
い
で
侍
る

に
奏
す
べ
し
、
と
候
ふ
」
と
い
ふ
。

こ
の
人
、「
し
か
し
か
さ
ま
侍
り
。
思
ひ
知
ら
ぬ
に
は
な
け
れ
ど
も
、
前
世
の
宿
執
に
や
、
こ
の
こ
と
さ
り
が
た
く
心
に
か
か
り
侍
れ
ば
、
本ほ

意い

遂

げ
て
の
ち
は
、
や
が
て
出
家
し
て
、
籠こ

も

り
侍
る
べ
き
な
り
。
隔
て
な
く
仰
せ
給
ふ
、
い
と
ど
本
意
に
侍
り
」
と
あ
る
を
、
そ
の
ま
ま
に
ま
た
聞
こ
ゆ
。

主
、
手
を
は
た
と
う
ち
、「
い
か
に
聞
こ
え
つ
る
ぞ
」
と
い
へ
ば
、「
し
か
し
か
、
仰
せ
の
ま
ま
に
な
む
」
と
い
ふ
に
、
す
べ
て
い
ふ
ば
か
り
な
し
。

こ
の
使つ

か
ひ

に
て
、「
い
か
な
る
国
王
、
大
臣
の
御
事
を
も
、
内
々
お
ろ
か
な
る
心
の
及
ぶ
と
こ
ろ
、
さ
こ
そ
う
ち
申
す
こ
と
な
れ
。
そ
れ
を
、
こ
の
不

覚
人
、
こ
と
ご
と
く
に
申
し
侍
り
け
る
。
あ
さ
ま
し
と
聞
こ
ゆ
る
も
お
ろ
か
に
侍
り
。
す
み
や
か
に
参
り
て
、
御
所
望
の
こ
と
申
し
て
聞
か
せ
奉
ら

む
」
と
て
、
そ
の
の
ち
、
少
将
に
な
り
給
ひ
に
け
り
。
ま
こ
と
に
、
い
は
れ
け
る
や
う
に
、
出
家
し
て
い
ま
そ
か
り
け
る
。

（『
十
訓
抄
』
に
よ
る
）

二二
（
注
１
）

（
注
２
）

（
注
３
）

（
注
４
）

⑴

ア

（
注
５
）

⑵

⒜

⑶

⑷

イ

ウ

⑸

⒝

（
注
６
）エ
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（
注
１
）
九
条
民
部
卿
顕
頼
…
…
藤
原
顕
頼
。
平
安
時
代
後
期
の
公
卿
。
鳥
羽
上
皇
の
近
臣
と
し
て
力
を
ふ
る
っ
た
。

（
注
２
）
な
ま
公
達
…
…
た
い
し
て
身
分
の
高
く
な
い
貴
族
。

（
注
３
）
近
衛
司
…
…
近
衛
府
の
官
人
。

（
注
４
）
か
た
か
た
…
…
片
隅
。

（
注
５
）
前
世
の
宿
執
…
…
前
世
か
ら
の
執
念
・
執
着
。

（
注
６
）
少
将
…
…
近
衛
少
将
。
通
常
、
二
十
歳
前
後
の
者
が
任
命
さ
れ
た
。

問
一

傍
線
部
⑴
「
い
た
は
る
こ
と
あ
り
て
な
む
、
か
く
て
聞
き
侍
る
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
せ
よ
。
解
答
番
号
は
7

ア

ね
ぎ
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
確
か
に
承
り
ま
し
た
。

イ

丁
重
に
扱
う
べ
き
案
件
と
思
い
ま
す
の
で
、
確
か
に
承
り
ま
し
た
。

ウ

病
気
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ひ
と
ま
ず
ご
希
望
は
承
っ
て
お
き
ま
す
。

エ

客
人
を
も
て
な
し
て
い
ま
す
の
で
、
ひ
と
ま
ず
ご
希
望
は
承
っ
て
お
き
ま
す
。

問
二

傍
線
部
⑵
「
こ
の
こ
と
」
と
は
何
か
。
具
体
的
に
説
明
せ
よ
。
解
答
番
号
は

記
4

問
三

傍
線
部
⒜
「
や
が
て
」、
⒝
「
あ
さ
ま
し
」
の
問
題
文
中
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
せ
よ
。
解
答
番
号
は
⒜
が
8

、
⒝
が
9

⒜

ア

す
ぐ
に

イ

そ
の
う
ち

ウ

い
つ
か

エ

し
ば
ら
く
し
て

⒝

ア

見
苦
し
い

イ

欲
張
り
だ

ウ

興
ざ
め
だ

エ

驚
き
あ
き
れ
る
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問
四

傍
線
部
⑶
「
な
り
」
と
文
法
的
に
同
じ
も
の
を
、
二
重
傍
線
部
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
せ
よ
。
解
答
番
号
は
10

問
五

傍
線
部
⑷
「
い
か
に
聞
こ
え
つ
る
ぞ
」
を
現
代
語
訳
せ
よ
。
解
答
番
号
は

記
5

問
六

傍
線
部
⑸
「
こ
の
不
覚
人
」
と
は
誰
を
指
す
か
。
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
せ
よ
。
解
答
番
号
は
11

ア

顕
頼

イ

な
ま
公
達

ウ

侍

エ

大
臣

問
七

問
題
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
せ
よ
。
解
答
番
号
は
12

ア

顕
頼
は
、
な
ま
公
達
が
ま
だ
年
若
い
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
そ
の
申
し
出
を
断
っ
た
。

イ

取
り
次
ぎ
の
侍
は
、
な
ま
公
達
に
伝
え
な
く
て
も
よ
い
主
人
の
言
葉
を
伝
え
て
し
ま
っ
た
。

ウ

侍
は
、
主
人
の
顕
頼
の
意
に
反
し
て
、
な
ま
公
達
の
望
み
を
取
り
次
が
ず
、
追
い
払
っ
て
し
ま
っ
た
。

エ

な
ま
公
達
は
、
顕
頼
に
少
将
に
な
れ
た
ら
出
家
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
不
本
意
な
が
ら
出
家
し
た
。

問
八
『
十
訓
抄
』
は
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
説
話
文
学
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
時
代
に
成
立
し
た
作
品
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
せ
よ
。
解
答
番
号
は
13

ア

大
鏡

イ

伊
勢
物
語

ウ

土
佐
日
記

エ

新
古
今
和
歌
集
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は
、
家
政
学
部
、
文
学
部
英
語
英
文
学
科
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
文
化
学
科
、
社
会
情
報
学
部
、
人
間
関
係
学
部
、
比
較
文
化
学
部
、
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
学
部
、
短
期
大
学
部
の
受
験
者
が
解
答
す
る
問
題
で
す
。

解
答
用
紙
の
解
答
欄
の
う
ち
、
裏
面
の
101

〜
105

、

記
6

〜

記
8

を
使
用
し
ま
す
。

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

三三

本部分については
著作権上の制約により
掲載することができません。
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本部分については
著作権上の制約により
掲載することができません。
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（
鳥
越
け
い
子
「
越
境
す
る
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」『
触
発
す
る
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
』
に
よ
る
。
な
お
、
省
略
や
改
変
を
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
）

（
注
１
）
筧
…
…
地
上
に
か
け
渡
し
て
、
水
を
導
く
装
置
。

（
注
２
）
カ
ネ
タ
タ
キ
…
…
昆
虫
の
名
前
。

（
注
３
）
マ
リ
ー
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
…
…
作
曲
家
、
理
論
家
。

（
注
４
）
江
戸
名
所
図
会
…
…
江
戸
の
絵
入
り
地
誌
。

（
注
５
）
茣
蓙
…
…
イ
グ
サ
の
茎
で
織
っ
た
敷
物
。

（
注
６
）
共
感
覚
…
…
一
つ
の
刺
激
に
対
し
て
、
本
来
起
こ
る
感
覚
だ
け
で
な
く
、
別
の
感
覚
を
引
き
起
こ
す
こ
と
。

（
注
７
）
有
明
の
月
…
…
陰
暦
十
六
夜
以
後
の
月
。
夜
が
明
け
て
も
、
天
に
残
っ
て
い
る
月
。

問
一

空
欄

Ａ

に
当
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
せ
よ
。
解
答
番
号
は
101

ア

す
な
わ
ち

イ

と
こ
ろ
で

ウ

な
ぜ
な
ら

エ

し
か
し

本部分については
著作権上の制約に
より掲載すること
ができません。
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問
二

傍
線
部
⑴
「
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
実
態
」
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か

ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
せ
よ
。
解
答
番
号
は
102

ア

サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
は
、
地
域
や
背
景
に
よ
ら
ず
、
誰
も
が
聴
き
取
れ
る
音
で
あ
る
。

イ

サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
は
、
環
境
に
よ
っ
て
変
化
す
る
、
物
理
的
な
音
の
世
界
で
あ
る
。

ウ

サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
は
、
主
体
と
世
界
の
交
感
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
音
の
環
境
で
あ
る
。

エ

サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
は
、
個
人
と
社
会
を
つ
な
げ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
音
の
環
境
で
あ
る
。

問
三

空
欄

Ｂ

に
当
て
は
ま
る
語
句
を
記
せ
。
解
答
番
号
は

記
6

問
四

傍
線
部
⑵
「
江
戸
の
都
市
文
化
」
と
あ
る
が
、
筆
者
は
江
戸
の
都
市
文
化
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。
そ
の
内
容
を
説
明
し
た
も
の
と
し

て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
せ
よ
。
解
答
番
号
は
103

ア

江
戸
の
都
市
文
化
に
は
、
名
所
に
共
通
し
た
音
を
聴
取
す
る
美
的
活
動
が
あ
っ
た
。

イ

江
戸
の
都
市
文
化
に
は
、
場
所
固
有
の
音
を
全
身
で
感
受
す
る
人
々
の
生
活
が
あ
っ
た
。

ウ

江
戸
の
都
市
文
化
に
は
、
西
洋
近
代
の
音
楽
概
念
に
通
じ
る
音
へ
の
接
し
方
が
あ
っ
た
。

エ

江
戸
の
都
市
文
化
に
は
、
非
日
常
を
求
め
る
特
権
階
級
が
好
む
虫
聴
き
の
名
所
が
あ
っ
た
。

問
五

空
欄

Ｃ

に
当
て
は
ま
る
表
現
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
せ
よ
。
解
答
番
号
は
104

ア

共
時
性

イ

現
場
性

ウ

実
験
性

エ

即
応
性
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問
六

空
欄

Ｄ

に
当
て
は
ま
る
語
句
を
記
せ
。
解
答
番
号
は

記
7

問
七

問
題
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
せ
よ
。
解
答
番
号
は
105

ア

サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
体
験
は
、
現
代
人
が
失
っ
た
聴
覚
を
取
り
戻
す
た
め
に
取
り
組
ん
だ
運
動
で
あ
る
。

イ

地
域
社
会
に
お
い
て
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
は
、
環
境
保
全
の
た
め
の
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
機
能
す
る
。

ウ

人
工
の
音
で
は
な
く
、
自
然
の
音
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
、
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
体
験
で
は
重
視
さ
れ
る
。

エ

サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
手
が
か
り
に
す
れ
ば
、
失
わ
れ
た
空
間
の
記
憶
と
関
わ
り
な
お
す
こ
と
が
で
き
る
。

問
八

二
重
傍
線
部
⒜
・
⒝
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
改
め
、
⒞
・
⒟
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
せ
。
解
答
番
号
は

記
8
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（C 20）
3Ｌ

数 学

解 答 番 号

101 ～ 126
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次の問いの に，解答群から正しいものを選び，それらの記号をマー

クせよ。同じものを何度選んでもよい。

⑴ 2次不等式 x x4 32 1- - の解は 101 1 x1 102 である。

⑵ 連立不等式
x x

x

4 3 0

4 0

2

2

1

2

- +

-

Z
[

\

]]]
]]]]

の解は 103 1 x1 104 である。

⑶ 不等式 x5 2 31- の解は 105 1 x1 106 である。

解答群 101 ， 102 ， 103 ， 104 ， 105 ， 106

ア -14 イ -13 ウ -12 エ -11 オ -10

カ -9 キ -8 ク -7 ケ -6 コ -5

サ -4 シ -3 ス -2 セ -1 ソ 0

タ 1 チ 2 ツ 3 テ 4 ト 5

ナ 6 ニ 7 ヌ 8 ネ 9 ノ 10

ハ 11 ヒ 12 フ 13 ヘ 14 ホ 15

1
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（計 算 用 紙）
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次の問いの に，解答群から正しいものを選び，それらの記号をマー

クせよ。同じものを何度選んでもよい。

⑴ iを虚数単位として， i x i y i1 2 4 0+ + - - - =^ ^h h を満たす実数 x，yの値

は，それぞれ 107 ， 108 である。

⑵ 点A（1，2）に関して，点 B（-1，-1）と点 Cが対称であるときに，点 C

の座標は（ 109 ， 110 ）である。

⑶ iは第 1象限の角で，sin
5
4

i= のとき，sin2i= 111 である。

⑷ 25
25
5x
x

2 1
3 6

=+
+

を解くと，xの値は 112 である。

⑸ 曲線 y x x3 9 62= - + と x軸で囲まれた図形の面積は 113 である。

解答群 107 ， 108 ， 109 ， 110 ， 111 ，  

112 ， 113

ア -5 イ -4 ウ -3 エ -2 オ -1

カ 0 キ
25
1  ク

25
2  ケ

25
8  コ

2
1

サ
25
12  シ

25
24  ス 1 セ

2
3  ソ 2

タ 3 チ 4 ツ 5 テ 6 ト 7

ナ 8 ニ 10 ヌ 12 ネ 15 ノ 20

ハ 25 ヒ 30 フ 42 ヘ 48 ホ 54

2
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（計 算 用 紙）
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次の問いの に，解答群から正しいものを選び，それらの記号をマー

クせよ。同じものを何度選んでもよい。

⑴ 1から 8の 8 つの自然数から 3つの数 x1，x 2，x 3 を選ぶとき，x x x1 2 31 1  

を満たす選び方は 114 通りある。また，x x1 21 かつ x x12 31+ を満

たす選び方は 115 通りある。

解答群 114 ， 115

ア 21 イ 22 ウ 23 エ 24 オ 25

カ 26 キ 27 ク 30 ケ 32 コ 35

サ 36 シ 40 ス 42 セ 45 ソ 52

タ 56 チ 112 ツ 115 テ 230 ト 336

3
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⑵ 事象 A，Bの起こる確率が P A
3
2

=^ h および P B
2
1

=^ h である。このと

き，次の確率が取り得る値の範囲を求めよ。なお，A と B は，それぞれ事

象 Aと事象 Bの余事象を表す。また，P BA^ hは，事象 Aが起こったときの事

象 Bが起こる条件付き確率を表す。

ⅰ 116 P A B,E E^ h 117

ⅱ 118 P A B+E E^ h 119

ⅲ 120 P BAE E^ h 121

ⅳ 122 P A B A B+ , +E E_^ ^h hi 123

解答群  116 ， 117 ， 118 ， 119 ， 120 ，  

121 ， 122 ， 123

ア 0 イ 1
12
 ウ 1

6
 エ

9
2  オ 1

4

カ 1
3
 キ

12
5  ク

2
1  ケ

3
2  コ

12
7

サ
4
3  シ

9
7  ス

6
5  セ 1

12
1  ソ 1



（C 20）10Ｌ

次の問いの に，解答群から正しいものを選び，それらの記号をマー

クせよ。同じものを何度選んでもよい。

⑴ 平均値が 2で分散が 3の 10 個の値からなるデータと，平均値が 4で分散が

5の 10 個のデータを合わせると平均値が 124 で，分散が 125 の

20 個の値からなるデータとなる。

解答群 124 ， 125

ア 1 イ 2 ウ 2.5 エ 2.75 オ 3

カ 3.25 キ 3.5 ク 3.75 ケ 4 コ 4.25

サ 4.5 シ 4.75 ス 5 セ 5.25 ソ 5.5

タ 6 チ 6.5 ツ 7 テ 7.5 ト 8

⑵ 次の順に並ぶ 4種類の変量 x1，x 2，x 3，x 4 からなるデータにおいて，共分

散が最も大きくなる変量の組は 126 である。

x1： 1， 1， 1， 1， 1， 1， 1， -1

x 2： 1， 1， 1， 1， 1， 1， -1， -1

x 3： 1， 1， 1， 1， 1， -1， -1， -1

x 4： 1， 1， 1， 1， -1， -1， -1， -1

解答群 126

ア （x1，x 2） イ （x1，x 3） ウ （x1，x 4） エ （x 2，x 3）

オ （x 2，x 4） カ （x 3，x 4）

4
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（計 算 用 紙）




